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１ 平成20年度決算総括表

一般会計歳入決算額22,774,275千円から歳出決算額22,335,002千円を差引いた形式収支は439,273千円、実質収支は348,297千円となる。

(単位：円 ％)

繰越事業費
金 額 収入率 金 額 執行率 繰越財源

01 一 般 会 計 24,280,896,668 22,774,275,401 93.8 22,335,001,850 92.0 90,976,591 348,296,960
特 別 会 計 13,695,123,000 12,723,944,910 92.9 13,268,847,088 96.9 1,890,000 △ 546,792,178

11 国 民 健 康 保 険 （ 事 業 ） 3,955,871,000 3,958,486,247 100.1 3,837,866,195 97.0 120,620,052

12 国 民 健 康 保 険 （ 直 診 ） 110,171,000 108,972,416 98.9 108,972,416 98.9 0

13 へ き 地 診 療 所 11,941,000 6,879,861 57.6 6,879,861 57.6 0

14 老 人 保 健 681,857,000 629,928,611 92.4 639,396,270 93.8 △ 9,467,659 繰上充用

29 後 期 高 齢 者 医 療 449,101,000 441,079,230 98.2 440,851,230 98.2 228,000

15 介 護 保 険 ( 事 業 ） 3,637,372,000 3,621,741,503 99.6 3,561,939,540 97.9 59,801,963

16 介 護 保 険 ( サ ー ビ ス ） 86,501,000 86,695,933 100.2 85,200,197 98.5 1,495,736

17 養 護 老 人 ホ ー ム 264,734,000 262,246,724 99.1 257,885,053 97.4 4,361,671

18 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 249,723,000 251,281,897 100.6 236,513,389 94.7 14,768,508

19 軽 費 老 人 ホ ー ム 54,203,000 53,052,746 97.9 53,052,746 97.9 0

20 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 77,782,000 7,993,863 10.3 77,780,159 100.0 △ 69,786,296 繰上充用

21 農 業 振 興 施 設 事 業 36,871,000 38,059,517 103.2 33,366,738 90.5 4,692,779

22 畑 地 か ん が い 事 業 19,953,000 19,478,068 97.6 19,478,068 97.6 0

24 簡 易 水 道 事 業 1,538,213,000 1,499,506,529 97.5 1,497,616,529 97.4 1,890,000 0

25 下 水 道 事 業 1,600,855,000 1,555,627,681 97.2 1,555,627,681 97.2 0

26 浄 化 槽 事 業 54,342,000 53,598,078 98.6 53,598,078 98.6 0

27 地 域 開 発 事 業 859,264,000 123,145,739 14.3 801,462,159 93.3 △ 678,316,420 繰上充用

41 巨 瀬 財 産 区 3,159,000 3,160,186 100.0 735,976 23.3 2,424,210

42 宇 治 財 産 区 2,475,000 2,475,829 100.0 525,323 21.2 1,950,506

43 有 漢 財 産 区 735,000 534,252 72.7 99,480 13.5 434,772
合 計 37,976,019,668 35,498,220,311 93.5 35,603,848,938 93.8 92,866,591 △ 198,495,218

会 計 別 備 考予 算 現 額 実 質 収 支
歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額



２ 一般会計歳入款別決算額対前年度比較表
一般会計歳入決算額は22,774,275千円で、前年度より518,436千円（2.3％）の増となっている。

（単位：千円 ％）

平成19年度 平成20年度 増 減 額 19年度 20年度

市 税 3,968,896 3,952,940 △ 15,956 17.8 17.4 △ 0.4

地 方 譲 与 税 374,425 376,769 2,344 1.7 1.6 0.6

利 子 割 交 付 金 19,519 18,177 △ 1,342 0.1 0.1 △ 6.9

配 当 割 交 付 金 18,765 7,874 △ 10,891 0.1 0.0 △ 58.0

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 13,297 3,091 △ 10,206 0.1 0.0 △ 76.8

地 方 消 費 税 交 付 金 357,179 332,145 △ 25,034 1.6 1.5 △ 7.0

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 12,672 15,699 3,027 0.1 0.1 23.9

自 動 車 取 得 税 交 付 金 156,084 157,964 1,880 0.7 0.7 1.2

地 方 特 例 交 付 金 26,140 40,375 14,235 0.1 0.2 54.5

地 方 交 付 税 10,390,057 10,796,598 406,541 46.7 47.4 3.9

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 7,725 6,903 △ 822 0.0 0.0 △ 10.6

分 担 金 及 び 負 担 金 219,835 211,226 △ 8,609 1.0 0.9 △ 3.9

使 用 料 及 び 手 数 料 398,217 393,480 △ 4,737 1.8 1.7 △ 1.2

国 庫 支 出 金 1,346,113 1,492,383 146,270 6.1 6.5 10.9

県 支 出 金 1,085,891 1,234,165 148,274 4.9 5.4 13.7

財 産 収 入 76,094 94,105 18,011 0.3 0.4 23.7

寄 附 金 18,563 13,652 △ 4,911 0.1 0.1 △ 26.5

繰 入 金 832,043 516,663 △ 315,380 3.7 2.3 △ 37.9

繰 越 金 245,957 271,566 25,609 1.1 1.2 10.4

諸 収 入 322,112 242,496 △ 79,616 1.4 1.1 △ 24.7

市 債 2,366,255 2,596,004 229,749 10.6 11.4 9.7

歳 入 合 計 22,255,839 22,774,275 518,436 100.0 100.0 2.3

6,081,717 5,696,128 △ 385,589 27.3 25.0 △ 6.3

16,174,122 17,078,147 904,025 72.7 75.0 5.6

対前年度増減率
決 算 構 成 比

自 主 財 源

依 存 財 源

区 分
決 算 額
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３ 一般会計歳出款別決算額対前年度比較表

一般会計歳出決算額は22,335,002千円で、前年度より350,729千円（1.6％）の増となっている。

（単位：千円 ％）

平成19年度 平成20年度 増 減 額 19年度 20年度

議 会 費 214,870 202,628 △ 12,242 1.0 0.9 △ 5.7

総 務 費 2,666,351 4,002,907 1,336,556 12.1 17.9 50.1

民 生 費 4,073,276 4,125,757 52,481 18.5 18.5 1.3

衛 生 費 2,235,439 2,052,457 △ 182,982 10.2 9.2 △ 8.2

労 働 費 59,527 58,488 △ 1,039 0.3 0.3 △ 1.7

農 林 水 産 業 費 1,545,563 1,375,380 △ 170,183 7.0 6.2 △ 11.0

商 工 費 205,448 344,481 139,033 0.9 1.5 67.7

土 木 費 2,678,201 2,249,708 △ 428,493 12.2 10.1 △ 16.0

消 防 費 792,780 750,843 △ 41,937 3.6 3.3 △ 5.3

教 育 費 2,544,014 2,304,004 △ 240,010 11.6 10.3 △ 9.4

災 害 復 旧 費 109,406 82,364 △ 27,042 0.5 0.4 △ 24.7

公 債 費 4,826,032 4,767,127 △ 58,905 22.0 21.3 △ 1.2

諸 支 出 金 33,366 18,858 △ 14,508 0.1 0.1 △ 43.5

合 計 21,984,273 22,335,002 350,729 100.0 100.0 1.6

区 分
決 算 額 決 算 構 成 比

対前年度増減率



４ 普通会計性質別歳出決算状況

（単位：千円 ％）
対前年度

平成19年度 平成20年度 増 減 額 平成19年度 平成20年度 増 減 率

人 件 費 4,857,227 4,520,959 △ 336,268 21.9 20.1 △ 6.9

扶 助 費 1,533,397 1,536,444 3,047 6.9 6.8 0.2

公 債 費 4,851,976 4,812,695 △ 39,281 21.9 21.4 △ 0.8

11,242,600 10,870,098 △ 372,502 50.7 48.3 △ 3.3

物 件 費 2,418,894 2,407,979 △ 10,915 10.9 10.7 △ 0.5

維 持 補 修 費 75,710 90,542 14,832 0.3 0.4 19.6

補 助 費 等 2,077,865 2,686,343 608,478 9.4 11.9 29.3

4,572,469 5,184,864 612,395 20.6 23.0 13.4

普通建設事業費 3,437,241 2,827,315 △ 609,926 15.5 12.5 △ 17.7

1,140,440 1,404,084 263,644 5.1 6.2 23.1

2,296,801 1,423,231 △ 873,570 10.4 6.3 △ 38.0

災 害 復 旧 費 116,984 92,863 △ 24,121 0.5 0.4 △ 20.6

3,554,225 2,920,178 △ 634,047 16.0 12.9 △ 17.8

積 立 金 254,337 1,579,863 1,325,526 1.2 7.0 521.2

投 資 出 資 貸 付 金 99,183 66,686 △ 32,497 0.5 0.3 △ 32.8

繰 出 金 2,439,737 1,903,111 △ 536,626 11.0 8.5 △ 22.0

2,793,257 3,549,660 756,403 12.7 15.8 27.1

歳 出 合 計 22,162,551 22,524,800 362,249 100.0 100.0 1.6

平成20年度の性質別歳出の状況は、義務的経費10,870,098千円(48.3%)、消費的経費5,184,864千円(23.0%)、

投資的経費2,920,178千円(12.9%)、その他3,549,660千円(15.8%)であり、前年度との比較では義務的経費3.3%、

投資的経費17.8％の減、消費的経費13.4％、その他27.1%の増となっている。

投 資 的 経 費 計

義 務 的 経 費 計

消 費 的 経 費 計

補 助

単 独

区 分
決 算 額 決 算 構 成 比

そ の 他 計
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５ 普通会計款別普通建設事業の状況

普通建設事業における補助事業費は、1,404,084千円、単独事業費は、1,423,231千円、全体で2,827,315千円となり、

(単位：千円）

補助事業 単独事業 計 補助事業 単独事業 計

総 務 費 34,960 34,960 74,271 74,271

民 生 費 11,378 86,265 97,643 15,000 87,848 102,848

衛 生 費 46,827 207,787 254,614 37,463 24,109 61,572

農 林 水 産 業 費 142,604 406,032 548,636 139,394 283,704 423,098

商 工 費 5,178 5,178 12,999 24,149 37,148

土 木 費 682,889 962,207 1,645,096 831,540 630,630 1,462,170

消 防 費 136,881 136,881 28,937 100,008 128,945

教 育 費 256,742 457,491 714,233 338,751 198,512 537,263

そ の 他 0 0

合 計 1,140,440 2,296,801 3,437,241 1,404,084 1,423,231 2,827,315

区 分
平 成 １９ 年 度 平 成 ２０ 年 度

前年度との比較では609,926千円（17.7%)の減額となった。



６ 普通会計一般財源の充当状況

一般財源充当状況の構成比は、義務的経費55.6%、投資的経費5.7%、消費的経費24.9%、その他13.8%となっており、

前年度との比較では総額で16,728千円（0.1%）の減額となっている。

対前年度

充 当 額 構成比 充 当 額 構成比 増減率

義 務 的 経 費 9,698,034 57.7 9,329,480 55.6 △ 3.8

人 件 費 4,439,286 26.4 4,108,582 24.5 △ 7.4

扶 助 費 536,338 3.2 543,478 3.2 1.3

公 債 費 4,722,410 28.1 4,677,420 27.9 △ 1.0

978,134 5.8 954,157 5.7 △ 2.5

普通建設事業費 953,017 5.7 915,777 5.5 △ 3.9

災害復旧事業費 25,117 0.1 38,380 0.2 52.8

消 費 的 経 費 3,612,159 21.5 4,178,123 24.9 15.7

そ の 他 2,501,649 15.0 2,311,488 13.8 △ 7.6

合 計 16,789,976 100.0 16,773,248 100.0 △ 0.1

平 成 ２０ 年 度

（単位：千円 ％）

投 資 的 経 費

区 分
平 成 １９ 年 度
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７ 普通会計市債の状況

19年度末 20年度 20年度末

現 在 額 発 行 額 元 金 利 子 計 差引現在額 政 府 そ の 他

一 般 公 共 事 業 1,118,905 18,800 170,066 17,392 187,458 967,639 966,239 1,400

一 般 単 独 事 業 12,365,995 1,325,700 1,716,273 244,249 1,960,522 11,975,422 1,997,256 9,978,166

公営住宅建設事業 1,630,246 45,800 170,758 45,718 216,476 1,505,288 1,133,756 371,532

義務教育施設事業 1,457,755 4,500 162,491 37,776 200,267 1,299,764 1,193,643 106,121

辺 地 対 策 事 業 1,130,731 99,900 188,193 12,856 201,049 1,042,438 1,042,438 0

災 害 復 旧 事 業 426,164 18,200 81,192 5,331 86,523 363,172 363,172 0

146,033 5,800 31,322 1,776 33,098 120,511 120,511 0

280,131 12,400 49,870 3,555 53,425 242,661 242,661 0

過 疎 対 策 事 業 7,633,054 507,600 1,064,579 103,178 1,167,757 7,076,075 7,074,295 1,780

財 源 対 策 債 1,503,131 3,500 111,731 25,749 137,480 1,394,900 380,605 1,014,295

臨 時 財 政 対 策 債 5,309,346 571,404 213,389 71,805 285,194 5,667,361 5,242,265 425,096

そ の 他 3,918,309 6,300 282,725 79,257 361,982 3,641,884 2,062,216 1,579,668

合 計 36,493,636 2,601,704 4,161,397 643,311 4,804,708 34,933,943 21,455,885 13,478,058

単 独 災 害

補 助 災 害

前年度末の現在額は、36,493,636千円となっており、平成20年度の借入額が2,601,704千円、元金償還額が4,161,397千円で、差引現在額
34,933,943千円となっている。また、このうち借入先の内訳は、政府資金21,455,885千円、公庫等の資金13,478,058千円となっている。

（単位：千円）

区 分
平成20年度元利償還額 借 入 先



８ 市税収納実績及び負担状況

平成20年度市税収入額は、前年度と比較し15,956千円(0.4％）の減となっている。また、市税の税目別負担状況は、前年度との比較で

１人当たり1,508円(1.4％）の増、1世帯当たり492円(0.2％）の減となっている。
（単位：千円 ％）

18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度

市 民 税 1,465,053 1,793,529 1,759,649 1,404,687 1,721,651 1,686,348 95.9 96.0 95.8 6.2 22.6 △2.1

固 定 資 産 税 1,989,848 1,945,886 1,976,346 1,840,564 1,840,000 1,877,326 92.5 94.6 95.0 △2.3 0.0 2.0

軽 自 動 車 税 100,394 101,774 102,007 92,618 93,995 93,922 92.3 92.4 92.1 1.9 1.5 △0.1

た ば こ 税 191,740 188,566 172,932 191,725 188,551 172,917 100.0 100.0 100.0 0.9 △1.7 △8.3

鉱 産 税 245 170 133 245 170 133 100.0 100.0 100.0 27.6 △30.6 △21.8

特別土地保有税 12 10 10 2 0 0 16.7 0.0 0.0 - △100.0 -

都 市 計 画 税 136,146 132,295 133,242 124,777 124,529 122,294 91.6 94.1 91.8 △6.3 △0.2 △1.8

合 計 3,883,438 4,162,230 4,144,319 3,654,618 3,968,896 3,952,940 94.1 95.4 95.4 1.0 8.6 △0.4

（単位：円 ％）

１人当たり 1世帯当たり １人当たり 1世帯当たり １人当たり 1世帯当たり
(36,367人) (13,905世帯) (35,786人) (13,888世帯) (35,164人) (13,856世帯) 18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度

市 民 税 38,625 101,020 48,109 123,967 47,956 121,705 8.1 24.6 △0.3 6.5 22.7 △1.8

固 定 資 産 税 50,611 132,367 51,417 132,488 53,388 135,488 △0.5 1.6 3.8 △2.0 0.1 2.3

軽 自 動 車 税 2,547 6,661 2,626 6,768 2,671 6,778 3.7 3.1 1.7 2.2 1.6 0.1

た ば こ 税 5,272 13,788 5,269 13,577 4,917 12,480 2.7 △0.1 △6.7 1.2 △1.5 △8.1

鉱 産 税 7 18 5 12 4 10 40.0 △28.6 △20.0 28.6 △33.3 △16.7

特別土地保有税 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

都 市 計 画 税 3,431 8,974 3,480 8,967 3,478 8,826 △4.7 1.4 △0.1 △6.1 △0.1 △1.6

合 計 100,493 262,828 110,906 285,779 112,414 285,287 2.7 10.4 1.4 1.3 8.7 △0.2

（ ）内は年度末人口、世帯数を示す

収納率 前年度比（収入額）

対前年度増減率
１人当たり 1世帯当たり

２０年度

調定額 収入額区 分

区 分
１８年度 １９年度
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９ 歳入歳出予算に対する過不足状況
一 般 会 計
（ 歳 入 ） (目･100 万円以上 単位：千円）

款 項 目 過不足額 理 由
市 税 市 民 税 個 人 △ 7,877 ３月退職者が見込みを下回ったため

法 人 4,577 ３月分の法人税割が見込みを上回ったため
固 定 資 産 税 固 定 資 産 税 9,793 収納実績が見込みを上回ったため
都 市 計 画 税 都 市 計 画 税 △ 2,906 収納実績が見込みを下回ったため

地 方 譲 与 税 自 動 車 重 量 譲 与 税 自 動 車 重 量 譲 与 税 33,142 譲与税の確定による
地 方 道 路 譲 与 税 地 方 道 路 譲 与 税 1,627 譲与税の確定による

利 子 割 交 付 金 利 子 割 交 付 金 利 子 割 交 付 金 △ 6,823 交付金の確定による
株式等譲渡所得割交付金 株式等譲渡所得割交付金 株式等譲渡所得割交付金 △ 4,960 交付金の確定による
地 方 消 費 税 交 付 金 地 方 消 費 税 交 付 金 地 方 消 費 税 交 付 金 △ 13,855 交付金の確定による
自 動 車 取 得 税 交 付 金 自 動 車 取 得 税 交 付 金 自 動 車 取 得 税 交 付 金 11,564 交付金の確定による
地 方 交 付 税 地 方 交 付 税 地 方 交 付 税 52,453 特別交付税の確定による
交通安全対策特別交付金 交通安全対策特別交付金 交通安全対策特別交付金 △ 1,097 交付金の確定による
分 担 金 及 び 負 担 金 負 担 金 民 生 費 負 担 金 △ 10,232 公立、私立とも保育園の入所児童数が見込みを下回ったため
使 用 料 及 び 手 数 料 使 用 料 土 木 使 用 料 9,818 現年度分で収入が見込みを上回ったため

教 育 使 用 料 △ 1,286 キャンセル等により施設使用料が見込みを下回ったため
国 庫 支 出 金 国 庫 負 担 金 民 生 費 国 庫 負 担 金 △ 6,334 私立保育所の入所者児童数が、見込みを下回ったため

国 庫 補 助 金 総 務 費 国 庫 補 助 金 △ 1,064,045 繰越措置による
民 生 費 国 庫 補 助 金 △ 14,831 子育て応援手当交付金の繰越措置による
土 木 費 国 庫 補 助 金 △ 134,441 繰越措置による
教 育 費 国 庫 補 助 金 △ 43,848 繰越措置による

県 支 出 金 県 負 担 金 民 生 費 県 負 担 金 △ 2,375 私立保育園への入所児童数が見込みを下回ったため
県 補 助 金 民 生 費 県 補 助 金 △ 2,206 心身障害者医療扶助費及び住宅改造補助金が見込みを下回ったため

県 支 出 金 県 補 助 金 衛 生 費 県 補 助 金 △ 2,909 妊婦健康診査臨時特例事業の申請者が見込みを下回ったため
農林水産業費県補助金 △ 8,366 林道開設事業の繰越措置による
商 工 費 県 補 助 金 2,040 事業調整費補助金の確定による

財 産 収 入 財 産 運 用 収 入 財 産 貸 付 収 入 1,520 一時貸付の増加等、賃借料の増による
繰 入 金 特 別 会 計 繰 入 金 特 別 会 計 繰 入 金 △ 6,211 老人保健特別会計の次年度過誤調整予定が、本年度の交付金等で相殺する

とした制度の変更により、繰入金が減となったもの
基 金 繰 入 金 基 金 繰 入 金 △ 4,106 福祉基金事業及び地域振興基金事業について事業費の減額があったため

諸 収 入 預 金 利 子 預 金 利 子 1,362 効率的な資金運用に努めたため
雑 入 雑 入 3,423 岡山県後期高齢者医療広域連合派遣職員負担金等が見込みを上回ったため

市 債 市 債 総 務 債 △ 12,000 繰越措置による
土 木 債 △ 97,700 繰越措置による
教 育 債 △ 13,800 繰越措置による
過 疎 対 策 債 △ 14,300 繰越措置による
合 併 特 例 債 △ 163,200 繰越措置による
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（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

議 会 費 議 会 費 議 会 費 2,370 政務調査費の返納分及び議長交際費の使途基準の見直しによる減
総 務 費 総 務 管 理 費 一 般 管 理 費 7,106 給与費が見込みを下回ったため

財 産 管 理 費 3,222 機構改革に伴うＬＡＮ移設費用及び庁舎等維持管理費の縮減を図ったため
企 画 費 3,881 事務の見直し等による事務費等の経費節減と適正執行に努めたため
地 域 局 費 2,393 庁舎の経費削減に努めたことに加え、庁舎修繕等の経費も抑制したため
地 域 振 興 費 2,919 地域振興交付金事業について事業費に減額があったため
学園文化都市づくり事業費 1,887 学生宿舎整備促進事業補助金について、交付要件を満たしていないなどの案

件が生じたため
諸 費 3,198 生活福祉バスの運行委託料が見込みを下回ったため

徴 税 費 税 務 総 務 費 1,376 事務改善等により超過勤務手当の節減に努めたこと及び納税貯蓄組合補助金
が見込みを下回ったため

賦 課 徴 収 費 1,197 臨時賃金の節減と需用費及び役務費の節減に努めたため
民 生 費 社 会 福 祉 費 社 会 福 祉 総 務 費 21,186 障害福祉サービスの利用が見込みを下回ったため

老 人 福 祉 費 22,957 老人保健特別会計繰出金が見込みを下回ったことによる減及び後期高齢者医
療制度円滑導入事業に係る国庫の補助金返還が翌年度に変更等されたため

介 護 保 険 総 務 費 21,093 介護給付費・地域支援事業費・介護予防計画事業費が見込みを下回ったこと
により繰出金が減となったもの

児 童 福 祉 費 児 童 福 祉 総 務 費 2,893 直営の学童保育の臨時賃金および委託している学童保育の委託料が見込み
を下回ったため

児 童 福 祉 施 設 費 15,251 私立保育園の入所児童数が見込みを下回ったことにより私立保育園への委託
料が下がったことに加え、各公立保育園の経常的な経費に少額の不用額が生
じたため

生 活 保 護 費 扶 助 費 35,061 生活保護扶助費の医療扶助が、見込みを下回ったため
衛 生 費 保 健 衛 生 費 保 健 衛 生 総 務 費 37,150 簡易水道事業特別会計繰出金の減及び乳幼児医療扶助費が見込みを下回っ

たため
予 防 費 1,121 事務の見直し等による事務費等の経費節減と適正執行に努めたため
環 境 衛 生 費 1,434 斎場での燃料費が見込みを下回ったこと等による
診 療 所 費 1,353 事務費等の経費節減及びへき地診療所特別会計の医業費が見込みより下回

ったことにより繰出金が減となったもの
清 掃 費 清 掃 総 務 費 1,117 人件費が見込みを下回ったことと、需要費の節約に努めたため

し 尿 処 理 費 2,538 し尿処理量が見込みを下回り委託料が減額したことと、予定していた合併処理
浄化槽の補助金申請の取り下げがあったこと等による

農 林 水 産 業 費 農 業 費 農 業 振 興 費 2,759 農業振興関係施設の維持管理にて委託料等の倹約及び職員の対応により支
出を抑えたため

農 地 費 1,198 凍結防止剤の使用が少なかったこと及びほ場整備事業補助金が見込みを下
回ったため

林 業 費 林 業 総 務 費 1,494 超過勤務手当が見込みより少なかったこと及び捕獲柵の申請が見込みを下回
ったため

林 業 振 興 費 1,800 修繕原材料の使用が見込みを下回ったこと及び林道用地について寄附登記
が出来なかったため



- 11 -
款 項 目 不用額 理 由

商 工 費 商 工 費 観 光 費 5,708 観光施設等で光熱水費の節約に努めたことと、工事請負費が見込みを下回っ
たため

土 木 費 道 路 橋 梁 費 道 路 維 持 費 2,549 当初予定していた凍結防止剤購入が暖冬により必要なかったため
都 市 計 画 費 都 市 計 画 総 務 費 1,262 超過勤務が見込みより少なかったこと及び給料を補助事業に振り替えたことに

よる
下 水 道 費 8,990 経費節減などにより、一般会計からの繰出金が見込みを下回ったため

住 宅 費 住 宅 管 理 費 2,360 住宅改修工事が低価で執行できたため
消 防 費 消 防 費 常 備 消 防 費 2,710 火災等災害出動の減少により、超過勤務手当等が見込みを下回ったため

非 常 備 消 防 費 5,649 火災・水防等災害出動の減少により、出動報償費等が見込みを下回ったため
消 防 施 設 費 1,544 消火栓の負担金が見込みを下回ったことに加え、工事請負費を低価で執行出

来たため
教 育 費 教 育 総 務 費 事 務 局 費 2,319 需用費の節約に努めたことに加え、教員住宅修繕等の件数が見込みを下回っ

たため
小 学 校 費 学 校 管 理 費 6,101 全小学校において燃料費等の節約に努めたことに加え、予定していた事務機

器のリース更新が再リースで対応できたため
教 育 振 興 費 2,118 備品消耗品の購入費を倹約し、修繕費も見込みより抑えられたため

中 学 校 費 学 校 管 理 費 3,439 全中学校において燃料費等の節約に努めたことに加え、予定していた事務機
器のリース更新が再リースで対応できたため

教 育 振 興 費 1,238 備品消耗品の購入費を倹約し、修繕費も見込みより抑えられたため
幼 稚 園 費 幼 稚 園 費 2,424 全幼稚園において燃料費等の節約に努めたことに加え、臨時助教諭の長期休

業期間の業務が少なかったことにより賃金が見込みを下回ったため
社 会 教 育 費 社 会 教 育 総 務 費 5,041 青少年研修センター本館の休止に伴い、臨時賃金・光熱水費等が見込みを下

回ったことと、近代高梁人物記念館（仮称）整備検討委員会経費などが見込み
を下回ったため

公 民 館 費 1,760 各公民館において、光熱水費や通信運搬費の節約に努めるとともに、公民館
運営審議会委員報酬、講師謝礼などが見込みを下回ったため

文 化 セ ン タ ー 費 1,153 施設管理運営費の燃料費等が見込みを下回ったため
保 健 体 育 費 体 育 施 設 費 2,285 体育施設(１４施設）における光熱水費、修繕料、委託料等管理費が見込みを

下回ったことと、施設整備工事費が低価で執行できたため
学 校 給 食 費 1,577 各センターが、燃料費や光熱費について節約に努めたため

公 債 費 公 債 費 利 子 4,062 効率的な資金運用に努めたため

高梁市国民健康保険特別会計（事業勘定）
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
国 民 健 康 保 険 税 国 民 健 康 保 険 税 一般被保険者国民健康

保 険 税
△ 2,934 見込みを収納額が下回ったため

退職被保険者等国民健康
保 険 税

10,309 退職被保険者の増により収納額が見込みを上回ったため

国 庫 支 出 金 国 庫 負 担 金 療 養 給 付 費 等 負 担 金 △ 22,762 一般被保険者の医療費が見込みを下回ったため
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款 項 目 過不足額 理 由
国 庫 支 出 金 国 庫 補 助 金 財 政 調 整 交 付 金 62,980 普通調整交付金の調整対象収入額の不足による増額交付等が見込みを上回

ったため
療 養 給 付 費 等 交 付 金 療養給付費等交付金 療 養 給 付 費 等 交 付 金 10,172 退職被保険者に係る交付金が見込みを上回ったため
県 支 出 金 県 補 助 金 財 政 調 整 交 付 金 △ 9,397 一般被保険者の医療費が見込みを下回ったため
共 同 事 業 交 付 金 共 同 事 業 交 付 金 高 額 医 療 費 共 同 事 業

交 付 金
6,128 ８０万円を超える高額医療費の発生が見込みを上回ったため

保険財政共同安定化事業交
付 金

29,441 ３０万円から８０万円の医療費が見込みを上回ったため

繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 1,885 出産育児費が見込みを下回り出産育児費等に係る繰入金が減となったため
基 金 繰 入 金 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 △ 77,449 医療費が見込みより減となったことに加え、調整交付金等の歳入が増となった

ことにより繰入れをする必要がなくなったため
諸 収 入 貸 付 金 元 利 収 入 高 額 療 養 費 貸 付 金

元 利 収 入
△ 1,205 高額医療費貸付金の利用者が見込みを下回ったため

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

総 務 費 総 務 管 理 費 一 般 管 理 費 1,242 電算委託料等の事務費が見込みを下回ったため
徴 税 費 納 税 奨 励 費 1,411 納税組合補助金、口座振替手数料、事務費等が見込みを下回ったため

保 険 給 付 費 療 養 諸 費 一般被保険者療養給付費 37,323 一般被保険者の医療費が見込みを下回ったため
高 額 療 養 費 一般被保険者高額療養費 4,043 一般被保険者の医療費（高額該当分）が見込みを下回ったため
出 産 育 児 諸 費 出 産 育 児 一 時 金 2,190 国保被保険者の出産件数が見込みを下回ったため

保 健 事 業 費 保 健 事 業 費 疾 病 予 防 費 1,391 特定健康診査の受診者が見込みを下回ったため
特定健康診査等事業費 特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 3,798 人間ドック受診者及びレセプト点検委託料等が見込みを下回ったため

諸 支 出 金 貸 付 金 高 額 療 養 費 貸 付 金 2,000 高額医療費貸付金の利用がなかったため

高梁市へき地診療所特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 5,448 備中診療所の往診、患者輸送車購入に係る財源の繰越のため

高梁市老人保健特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
支 払 基 金 交 付 金 支 払 基 金 交 付 金 医 療 費 交 付 金 △ 8,449 医療諸費が見込みを下回り交付金が減となったため
国 庫 支 出 金 国 庫 負 担 金 医 療 費 国 庫 負 担 金 △ 28,552 医療諸費が見込みを下回り負担金が減となったため
県 支 出 金 県 負 担 金 医 療 費 県 負 担 金 △ 4,871 医療諸費が見込みを下回り負担金減となったため
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 5,748 医療諸費が見込みを下回ったため
諸 収 入 雑 入 雑 入 △ 4,341 過誤調整分精算金が見込みを下回ったため
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（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

医 療 諸 費 医 療 諸 費 医 療 給 付 費 34,263 医療給付費が見込みを下回ったため
医 療 費 支 給 費 1,322 療養費等の医療費支給費が見込みを下回ったため

諸 支 出 金 繰 出 金 一 般 会 計 繰 出 金 6,000 老人保健特別会計の次年度過誤調整予定が、本年度の交付金等で相殺する
とした制度の変更により、未執行となったため

高梁市後期高齢者医療特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 後期高齢者医療保険料 後期高齢者医療保険料 △ 2,729 収納額が見込みより下回ったため
国 庫 支 出 金 国 庫 補 助 金 国 庫 補 助 金 △ 4,830 後期高齢者医療制度円滑導入運営事業補助金の繰越のため

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

後期高齢者医療広域連合
納 付 金

後期高齢者医療広域連合
納 付 金

後期高齢者医療広域連合
納 付 金

2,948 後期高齢者医療保険料が見込みを下回ったため

高梁市介護保険特別会計（事業勘定）
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
支 払 基 金 交 付 金 支 払 基 金 交 付 金 地域支援事業支援交付金 3,631 年度当初の計画により交付金の算定交付がされたため増となった
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 21,844 認定審査会等事務費・介護給付費・地域支援事業費が見込みを下回ったため
諸 収 入 雑 入 返 納 金 2,623 ３月に介護給付費の不正請求に伴う返還金等が発生したため

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

総 務 費 総 務 管 理 費 一 般 管 理 費 3,691 認定申請件数が見込みを下回り、認定調査、主治医意見書料等が減となった
ため

介 護 認 定 費 介 護 認 定 審 査 費 介 護 認 定 審 査 費 1,622 認定申請件数が見込みを下回り、審査会回数が減となったため
保 険 給 付 費 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 居宅介護サービス給付費 25,970 居宅サービス利用が見込みを下回ったため

施設介護サービス給付費 11,036 老人保健施設・介護療養型等の施設サービスの利用が見込みを下回ったため
居宅介護福祉用具購入費 1,071 福祉用具購入の件数が見込みを下回ったため
居 宅 介 護 住 宅 改 修 費 2,166 居宅介護住宅改修の件数が見込みを下回ったため
居宅介護サービス計画
給 付 費

1,495 居宅介護支援件数が見込みを下回ったため

地域密着型介護サービス
給 付 費

6,851 認知症対応通所介護・小規模多機能型介護などの利用が見込みを下回ったた
め

介護予防サービス等諸費 介護予防サービス給付費 6,567 介護予防サービスの利用が見込みを下回ったため
介 護 予 防 住 宅 改 修 費 1,217 介護予防住宅改修の件数が見込を下回ったため
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款 項 目 不用額 理 由
保 険 給 付 費 高額介護サービス等費 高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 1,163 高額介護サービスの件数が見込を下回ったため

特 定 入 所 者 介 護
サ ー ビ ス 等 費

特 定 入 所 者 介 護
サ ー ビ ス 費

1,231 特定入所者介護（食費・居住費軽減分給付）が見込みを下回ったため

地 域 支 援 事 業 費 介 護 予 防 事 業 費 一 般 施 策 事 業 費 1,136 指定管理委託の実績が見込みを下回ったため
包 括 的 支 援 等 事 業 費 介護予防ケアマネジメント

事 業 費
1,119 実態把握件数が見込みを下回ったため

高梁市介護保険特別会計（サービス勘定）
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
サ ー ビ ス 収 入 介 護 給 付 費 収 入 居宅介護サービス費収入 1,193 居宅介護サービスの利用実績が見込みを上回ったため
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 4,167 居宅介護サービス等の収入が、見込みを上回ったため及び介護予防プラン作

成委託件数等が、見込みを下回ったため
繰 越 金 繰 越 金 繰 越 金 2,782 繰越金増のため

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

サ ー ビ ス 事 業 費 介 護 予 防 支 援 事 業 費 介 護 予 防 支 援 事 業 費 1,042 介護予防プラン作成委託件数が見込みを下回ったため

高梁市養護老人ホーム特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 2,502 扶助費及び人件費等の支出減による繰入金の減

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

総 務 費 総 務 管 理 費 施 設 管 理 費 1,704 人件費等の支出減による
施 設 費 社 会 福 祉 施 設 費 社 会 福 祉 施 設 費 5,043 事務費委託金の増を本科目へ充当し入所者への待遇改善を図ったが、生活

用品等の需要が少なく、不用となったため

高梁市特別養護老人ホーム特別会計
（ 歳 出 ）

款 項 目 不用額 理 由
総 務 費 総 務 管 理 費 一 般 管 理 費 2,759 人件費及び施設修繕工事費等の支出の減による
サ ー ビ ス 事 業 費 施設介護サービス事業費 施設介護サービス事業費 3,324 介護用品、修繕料、給食材料費等の支出減による

居 宅 サ ー ビ ス 事 業 費 通所介護サービス事業費 1,123 介護用品、燃料費、光熱水費、修繕費等の支出減による

高梁市軽費老人ホーム特別会計
（ 歳 入 ）
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款 項 目 過不足額 理 由

繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 1,216 人件費及び需用費等の支出減による繰入金の減

高梁市住宅新築資金等貸付事業特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
諸 収 入 貸 付 金 元 利 収 入 貸 付 金 元 利 収 入 △ 69,787 現年及び過年度の償還金について、未納があったため

高梁市農業振興施設事業特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
事 業 収 入 事 業 収 入 事 業 収 入 1,621 氷温瀬戸ジャイアンツの市場出荷において、販売単価が上がり収入増となった

ため

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

管 理 運 営 費 モ デ ル 農 場 運 営 費 モ デ ル 農 場 運 営 費 1,238 臨時職員の冬季労働時間が少なかったことにより、賃金が減少したため
新 規 作 物 ブ ラ ン ド 化
整 備 促 進 費

新 規 作 物 ブ ラ ン ド 化
整 備 促 進 費

2,208 氷温貯蔵庫工事費入札残額が生じたため、及び空調設備の設置を取りやめた
ため

高梁市簡易水道事業特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
使 用 料 及 び 手 数 料 使 用 料 衛 生 使 用 料 4,134 簡易水道使用料の増による
繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 36,135 簡易水道使用料の増及び歳出費目の簡易水道施設費等の減による
諸 収 入 受 託 事 業 収 入 衛 生 費 受 託 事 業 収 入 △ 2,433 給水取出工事減による受託工事収入の減
市 債 市 債 簡易水道新設改良事業債 △ 3,000 新設改良工事費減による市債の減

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

衛 生 費 簡 易 水 道 費 簡 易 水 道 総 務 費 1,489 職員手当、メーター検針委託料等の減による
簡 易 水 道 施 設 費 12,568 給水取出工事費、配水管移設工事費等の減による
簡易水道新設改良事業費 9,648 成羽簡水、吹屋簡水及び中央監視装置構築事業の工事費等の減による

高梁市下水道事業特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
使 用 料 及 び 手 数 料 使 用 料 下 水 道 使 用 料 3,641 下水道使用料の増による
国 庫 支 出 金 国 庫 補 助 金 公 共 下 水 道 事 業 費

国 庫 補 助 金
△ 21,900 繰越措置による

繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 一 般 会 計 繰 入 金 △ 8,990 経費節減などにより、一般会計からの繰入金が見込みを下回ったため
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款 項 目 過不足額 理 由
市 債 市 債 下 水 道 事 業 債 △ 18,300 繰越措置による

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

公 共 下 水 道 事 業 費 施 設 管 理 費 ポ ン プ 場 管 理 費 1,669 施設の維持修繕費が見込みを下回ったため
処 理 場 管 理 費 1,139 薬品等の消耗品が見込みを下回ったため

高梁市地域開発事業特別会計
（ 歳 入 ）

款 項 目 過不足額 理 由
財 産 収 入 財 産 売 払 収 入 不 動 産 売 払 収 入 △ 736,104 土地の売払いができなかったことによる

（ 歳 出 ）
款 項 目 不用額 理 由

宅 地 造 成 事 業 費 造 成 事 業 費 造 成 事 業 費 53,146 古町西分譲宅地造成事業(繰越明許)を中止したことによる
工 業 団 地 造 成 事 業 費 造 成 事 業 費 造 成 事 業 費 4,655 工事請負費及び公有財産購入費が見込みを下回ったため

高梁市巨瀬財産区特別会計
（ 歳 出 ）

款 項 目 不用額 理 由
財 産 費 財 産 費 財 産 管 理 費 1,472 施設修繕等の必要がなかったため


